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算出した。試料中のH。02は酸性の抽出溶剤で氷水中で   

浸溝により抽出した。抽出後，水酸化ナトリウムとリン   

酸緩衡液でPH68に調整し，抽出液中のH202を酸   

素電極で測定した。市販食品での1及び5〟g／gの   

H202の添加回収率は各々62．3102，9及び89，8－100．2％で   

あった。市販食品のH202含有量は13種の食品が不検出   

で，ヨーグルトが2．49〟g／／gであった。本法は原法で   

ある豊田法より回収率が良く，かつ市販食品の測定値は   

豊田法より低値であり，また，H202処理した食品の測   

定値は豊田法と同等以上の値を示し，残存H202の測定   

により適した方法と考えられた。  

High－Performance ＝quid chromatographic  

こ 

三二 

mation Keiko NAKAJIMA，Toshiko YASU－   

DA and HiroyukiNAKAZAWAl），Journalof   

Chromatography，502，379－384，1990．  

シャンプー，ヘアーリンス，ヘアートリートメント中   

のビリチオン亜塩（zpt）を高速液体クロマトグラフィー   

（HPLC）により定量する方法を検討した。Zptはその   

ままでは不安定であるので銅錯体に変換後，クロロホル  

ム抽出して逆相HPLC分析を行った。HPLCに際し，   

ポンプから溶出する金属不純物がカラムを汚染し，時間   

の経過とともにピークがブロードとなるが，流路を   

EDTA－2Naで洗浄すると，再び良好な形状のピーク   

が得られた。本法を市販の洗髪料中のZptの定量に応   

用したところ，回収率，再現性ともに良好であった。   

1）DepartmentofPharmaceuticalSciences，Na－  

tionalInstitute of Public Health．  

■■  

2．学会発表（口演，示説等の抄録）  

⊥ねfer～αmO乃OC〝わge几e5の市販ナチュラルチー   

ズからの検出状況 高木謙二，矢崎贋久′ト倉 廉1），   

太田原美作雄2），第107回日本獣医学会，東京，1989．  

4．14．4．  

最近，乳製品や野菜サラダ等を原因とするエよsよer∠α   

mo／10C）′とOgeJleSの集団感染事例が報告されるようにな  

り，我々も市販のナチュラルチーズを対象に菌検索を行  

なったところ，73検体中6検体（8．2％）から本菌が検  

出された。分離菌の血清型は，6株ともすべて4型であ  

り，うち1株は4abであった。菌が検出されたチーズ  

は，すべて外国産であった。薬剤感受性試験では，NA，  

SAに耐性であった他は感受性であった。   

1）元衛生研究所2）現財団法人千葉県結核予防会   

室内塵中ダニ類の薬剤感受性に関する研究  

（1）製剤特性と効力試験法の考察 森 啓至，藤曲  

正登，林 晃史：第41匡旧本衛生動物学会，宇都宮市，  

1989，4．7～臥   

エトフェンブロックス・ホキシム・アザメチホス・ピ  

ラクロホス・シフルスリン・サイペルメトリンの6種の  

殺虫剤による殺ダニ試験をケナガコナダニとコナヒョウ  

ヒダニを用い，クリップ法と培地混入法により行った。   

その結果，ケナガコナダニの方が薬剤感受性が高いこ  

と，防虫紙での培地混入法は顕著な増殖抑制効果を認め  

がたく，使用目的を満たす試験といいがたいことを示し  

た。   

また，原体と乳剤との製剤問の効力の差を見るため，  

クリップ法で，エトフェンブロックスを用いて試験し，  

原体より5％乳剤のはうが効力の高いことを示し，薬剤  

開発の際に，原休のみならず製剤の効果も検討する必要  

性を示唆した。  

土壌中のトリクロロエチレン等の検査法につい  

て（Ⅱ）一土壌への吸着と溶媒抽出法の検討一  

中西成子，日野隆信：第26回全国衛生化学技術協議会年  

会，神戸市，1989，9．14．   

土壌中のトリクロロエチレン，テトラクロロエチレン，  

1，1，1一トリクロロエタンの分析法としては，まだ  

公定法などの統一された分析法がなく，試料の保存に留  

意した簡便な分析法が必要とされている。先に土壌に吸  

着しない易動性のトリクロロエチレン等の分析法として  

ヘッドスペース法による溶出試験方法を報告したが，今  

回は土壌に吸着したトリクロロエチレン等についても定  

量可能な溶媒抽出法を報告した。本法では，バイアルを  

試料保存容器ならびに試験容器とすることで，1ケ月程  

度の試料保存が可能であった。また土壌への添加回収実  

験では，3物質とも回収率で84．9～97．4％，変動係数で  

1．78～5．85％と良好な結果であった。   

保存試料をヘッドスペース法と溶媒抽出法の両法で測  

定したところ，トリクロロエチレン等の土壌への吸着現  

象が観測され，有機物含量の高い土壌ほどトリクロロエ  

チレン等を多く吸着した。  

飲料水中の有機ハロゲン化合物の簡易な除去法  

について  日野隆信，中西成子，小室芳淘：第26回  

全国衛生化学技術協議会年会，神戸市，1989鼠14．   

トリクロロエチレン等で自家用井戸が汚染された場合，  

汚染されていない清水層に井戸を掘り直すか，水道に切  

り換える等の対策がなされている。いずれにしても，良  
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質で安全な飲料水が確保されるまでの間，住民はもらい  

水をするか，汚染地下水に何等かの処理をして飲料水を  

確保しなければならない。   

水からトリクロロエチレン等を除去する処理技術とし  

ては，暴気法，活性炭吸着法，煮沸処理などがあるが，  

一般家庭で処理することを想定し，これらの技術の適否  

を検討した。  

蓑虫病患者多発地域における，野鼠体表上のツ  

ツガムシ相  藤曲正登，林 晃史：第41回日本衛生  

動物学会東日本支部大会，東京都，1989．10．5．  

1983年より行ってきた房総半島南部のツツガムシ生息  

調査により，志虫病の発生地域とタテツツガムシの分布地  

域とがよく→致すること，フトゲツツガムシの分布はこ  

れと異なるが半島の南端部（安房地方）では両種が混生  

することが明らかになった。詳細にみると，タテーの多  

発地は房総丘陵の東縁部にあるが，羞虫病患者は丘陵南  

部から，フトゲーも生息する南端部に多い。この2種の  

ツツガムシと志虫病との関係を半島南部の富浦町の調査  

結果から検討した。   

富浦町では，患者が北部のN地区に集中するが，さら  

にこの地区内を細分し，有病地と限定された場所と，タ  

テーの生息地とがよく一致するのに対して，同町南部丁  

地区のフトゲーの多発地区では，患者の発生が皆無であっ  

た。N地区でもフトゲーが少数採集されたが，季節消長  

をみると，そのピークは，志虫病の発生が終息している  

3月に見られた。これらのことから，この地域の羞虫病  

の流行に関与しているツツガムシはタテー1種であろう  

と考えられる。  

房総半島における見事生ツツガムシの発生消長  

藤曲正登，林 晃史：第18回ダニ類研究会大会，松山市，  

1989．10．21，   

房総半島の志虫病流行地は，南部の地域にほぼ限られ  

発生時期も11－12月で患者数の大半を占めるが，東京湾  

側と太平洋岸とでは，時期的な差が見られる。この事を  

両地域のツツガムシ幼虫の発生消長と比較し考察した。   

調査の定点を東京湾側の富浦町南無谷（有病地）多田  

良（非有病），太平洋岸の岬町和泉に設定し，約1年間  

アカネズミを捕獲し，ツツガムシを採集した。   

ツツガムシの消長は定点により異なった。南無谷では  

⊥．sc比£e∠Jαreは10月下旬に初めて現れ，11月に最大に達  

し12月には急減し，1月下旬には消失した。多田良では  

エ．scα£e∠Jαreが殆ど見られず，エ．βαJJよdumが12月～5  

月は優占種だった。岬町ではエ．ぶC！JfeJ′αreは出現当初の  

11月から2月まで50％を越える優占種であり，3月下旬  

まで見られた。富浦町南無谷と岬町和泉での志虫病媒介  

者と考えられるエ．sc昆£erαJJeの出現消長は，この地域の  

患者の消長とよく一致していた。一方の媒介種と疑われ  

るエ．βα′／よ血mは，その消長からは，この地域での志虫  

病の流行に関与しているとは考えがたい。  

ELISA法による農産物中の7フラトキシン分析  

に関する検討  矢崎廣久1），高橋治男1），一戸正勝2），  

伊藤嘉弊），上村樹），田中敏嗣5），山本勝彦β），中島正博），  

粟飯原景昭7）：第30回マイコトキシン研究会，1990．1．12，  

東京都   

ELISA法を評価する目的で，共通試料を用い，ELISA  

と化学分析によるアフラトキシン（AF）分析を，5分  

析機関で実施した。AF分析用共通試料は，とうもろこJヽ  

し及び生落花生について，AF自然汚染試料を主体に6  

検休ずつ配布した。   

その結果，とうもろこしについては10～20ppb濃度に  

おいて，両分析法とも近似した値となり，ELISAによ  

る各機関相互のCV値は13．5－37．9％であったが，落花  

生の場合はバラツキも大きく，CVは最高で70．3％になっ  

た。また検定の結果，両分析法のデータに有意の差（α＝  

0．01）が見られた。  

1）千葉県衛生研究所  2）国立衛生試験所  

3）国立予防衛生研究所  4）東京都立衛生研究所  

5）神戸市環境保健研究所 6）名古屋市衛生研究所  

7）食品薬品安全センター  

下痢・食中毒等の検査対策から分離された病原  

菌について  岸田一別，高木謙二，小岩井健司，  

内村真佐子，鶴岡佳久，林 晃史，田中 寛．  一ヽ  

第28回千消公衆衛生学会，千葉市，1990．3，2，   

病院，保健所，検査所などから依頼のあった菌株と衛  

生研究所で調査した菌株等について同定，血清型別ある  

いは，毒素産性試験などの検査を常法通り行なった。  

1989年の依頼菌株総数は492株であった。5ん～ge〃α：12  

月に浦安市内の幼稚園において赤痢の集団発生が認めら  

れた。5ん．soれ几eよが検出されたが原因は不明であった。  

他は散発事例で5ん，SO托几e∠によるものが6伶SんノJeこてれ－  

er∠によるものが12件で，全て海外渡航者由来であった。   

SαJmo乃e／Jα：本年は全国的に血清型且花£er∠fJd∠sに  

よる食中毒が多発したが，本県においても集団発生が3  

件，散発事例43件（21．5％）の発生を認め同様の傾向で  

あった。   

Ⅴ∠わ「よ0：夏期の猛暑の影響か，7月から8月にかけ  
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てV．pαrαんαe／乃0わ咤∠c乙上Sによる食中毒の発生が多発し  

た。E，COli：2月に血清型0127のEPECによる食中  

毒が発生した。仕出し弁当を原因とし，摂取者984人，  

患者数298人で衛生管理の不良が要因と考えられる。   

S己叩んγ／ococc乙上5α㍑re昆S：9月に本菌による食中毒  

が発生した。原因食品はうどんで，コアダラーゼⅦ型，  

エンテロトキシンAを産生する菌が分離された。エ∠ぶとer∠α：  

5月より8月まで市販の食肉を対象に汚染状況を調査し  

た。70検体中増菌培養を行なった結果，54検体（77．1％）  

から本薗が分離された。  

房総半島の衛生動物学的調査（第1報）房総丘  

陵南部地域のヤマビルについて  藤曲正登，  

森 啓至，林 晃史：第28回千葉県公衆衛生学会，  

千葉市，1990．3．5．  

個体，1．03％），H．megaspinosa（97個体，0，58％），  

ⅠⅩOdes ovatus（31個体，0．18％），Ⅰ．nipponensis  

（16個体，0．095）の2属7種，計16，826個体であった。   

マダニが1個体も採集できなかったのは，館山保健所  

管内を中心とした計16地区であった。   

全体にH．fが優勢だったが，3月から8月はH．iが優  

勢となった。H．kとH．mは晩秋から春先に多く，H．iは  

春と秋に見られた。Ⅰ．0は5・6月，Ⅰ．nは1・12月だけ  

に採集された。  

1）千葉県衛生研究所 2）勝浦保健所  

3）鴨川保健所  4）館山保健所  

利根川河川敷の乾燥化にともなう，ネズミ相と  

ツツガムシ相の変化  藤曲正登，森 啓至，林  

晃史：第38回日本衛生動物学会，北九州市，1990．3．30  

1970年代以降，千葉県側の利根川河川敷は，凌撰した  

河砂による盛り土と牧草地造成による乾燥化が進み，生  

息する野鼠とツツガムシ相は著しく変化した。   

50年代の河川敷は増水による冠水が繰り返され，滞水  

域には湿地性の植物群落が形成され，野鼠は上流部でア  

カネズミが少数みられたが，ハタネズミがほぼ独占して  

いた。ツツガムシは3属4種がみられ，ヒゲーとアラトー  

の2種が優占種だった。70年代前半にはアカネズミの生  

息が下流部まで及んだが，ハタネズミの優勢は変わらず，  

ツツガムシ相も変化が見られなかった。   

80年代の後半は，何秒の覆土により湿地が減少し，河  

川敷の冠水が稀になった。植生はススキ，セイタカアワ  

ダチソウが優占種になり，野鼠もハタネズミに代わりア  

カネズミが優勢になった。ツツガムシも在来種に加えて  

フトゲー，フジーなど北総台地の普通種が出現し3属8  

種になったが，アラトーが見られなくなった。アカネズ  

ミではフトゲーが，ハタネズミではタミヤーが優占種に  

なり，1頭あたりの付着数も増加した。  

千葉県南部のマダニ類の季節消長  森 啓至，  

藤曲正登，林 晃史：第42回日本衛生動物学会，北九州市，  

1990．3．30～31．   

千葉県南部天津／ト湊町において，海岸から150m，標  

高100mの丘陵の東南斜面に定点を設定し，旗ずり法に  

より，植生上のマダニ類を毎月1回，1年間採集し，そ  

の季節消長を調べた。   

出現種はHeamaphysalis属のみでH．flava（3，819個  

体，62．3％），H．longicornis（2，195個体，35．896），  

H．ias（78個体，1．3），H．kitaokai（33個体，0．54％），  

H．rnegaSpinosa（2個体，0．03％）の5種6，127個体  

′■  

房総丘陵東南部に多発している，ヤマビルの生態を知  

るため，天津小湊町において，発生・被害状況の観察と  

忌避剤による防除方法の基礎試験を行った。調査地は清  

澄山系の南縁部，海岸近くの丘陵で，マテバシイの純2  

次林に覆われており，林内にはシカ，サルなどの生息煩  

が多数見られた。生息数の評価は，調査者が静止し，呼  

気を地表にむけてヒルを誘因するヒト国法で行った。  

調査地での吸血被害は3月中旬に始まり，10月までが  

被害発生時期であった。特に5－10月は，降雨時から雨  

上がりの晴天にかけて激しい索餌行動が見られた。出現  

数は当日の天候に左右され，盛夏の乾燥時には全く見ら  

れなかった。冬季には激しい吸血行動は見られなくなる  

が，130c以上の気温があれば，2月にも出現した。  

ヒトからの吸血時間は30分～2時間で，ヒルの体重は  

吸血前の約8倍に増加した。忌避剤としてDETの効果  

■■は，室内試験では3％で忌避効果を発揮したが，野外試  

験では降雨や泥棒地での作業で効果が持続せず，実用的  

な処理方法を検討する必要が認められた。  

南房地域のマダニ類の生息調査（第2報）  

森 啓至1），藤曲正登1），林 晃史1），福原誠一2），江澤  

淳2），西村 明2），鳥海正幸3），遠藤幸男3），渡連徳夫3），  

安藤由記男3），木内良春4），相谷昌洋4），田中康雄4）：第28  

回千葉県公衆衛生学会，千葉市，1990．3．2  

前年度に引き続き紅斑熱リケッチア媒介者とされるマ  

ダニ類の生息状況の調査を行った。調査地域は勝浦・鴨  

川・館山保健所管内を中心とした65地区で，のベ102回  

行った。採集されたマダニは，Heamaphysalis flava   

（11，820個体，70．2％），H．longicornls（4，443個体，  

26．4％），H．kitaokai（245個体，1．46％），H．ias（174  
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であった。   

月別採集数の消長は，H．longicornisの若虫が増加し  

た春と，H．rlavaの幼虫が増加した秋をピークとする二  

山型を示したが，最大のピークは9月に見られた。  

Vero毒素産生大腸菌0111：H一による散発下  

痢症例について  内村真佐子，鶴岡佳久），福田トヨ  

子，鈴木和夫2）：第64回日本感染症学会総会，松山市，  

1990．4．19－21．   

Vero毒素産生大腸菌による下痢症例2例の概要を報  

告した。いずれの症例も便性は血性水様便で一日4～5  

回，下腹部痛を伴い，虫垂炎，腸炎の疑いで虫垂を摘出  

した。予後は良好であった。   

2症例共に，便培養の結果大腸菌が検出された。これ  

ら大腸菌は，いずれも血清型が0111：HでVero毒素  

を産生した。毒素型は，VTl，VT2両毒素産生型で  

あった。エンテロトキシン（易熱性及び耐熱性）の産生  

は認められなかった。  

1）千葉県衛生研究所 2）辰己病院  
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